人 気 の 観 光 列車 「 志 国土 佐 時 代 の 夜明け の る の が た り 」 に 乗車 し ます 
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秘境 ・ 絶 景 と 四国 観光 列車 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り 株 ) 


PB1 計 7BRE 半 | 21 | 2 人 1m | い 人 
s 196,000 円 198,.000 円 208,000 円 


大 了 先 178,000 円 180,000 円 190,000 円 


駅 まで 同行 し 


ー バ ス 航空 機 


徒歩 
羽田 空港 (9.00-10:00 発 ) 高知 空港 新 大 阪 7.30~-8:00 発 ) 王 新神戸 ニ 
つ 高 知 岡山 三 高知 


= 列車 一 般 + そ の 他 


ニ 志 国 土佐 時 代 の 夜明け の も る の が た り 「 立 志 の 抄 」( 土 和 流 の お も て な し で 楽 
し む 抽 光 列 車 放 土佐 の 食材 を 使っ た 信任 理 一 皿 基 風 ご を 味わう ) 王 導 佐田 
沈下 橋 (四万十 川 最 下 流 の 沈下 橋 を 徒歩 で 往復 ) 刻 : 新 ロイ ヤル ホテ ル 四 万 
上 (温泉 浴場 で 寛ぐ 、 夕食 答 、 屋形船 て ホタル の 乱 押 す る 四万十 川 流域 を 遊 覧 ) 


に (大 滞 導 岸 を 海 か ら 望 む 和 遇 クル ー ズ ) 石垣 の 里 ・ 外 泊 ( 玉 観 


地 ・ 石 の 送 宮 ) つつ 宇和島 城 (天守 は 、 当 時 の まま 現存 する 買 重 な も の ) 一 夕刻 : ホ 
テル クレ メン ト 宇 和 島 泊 (和食 夕食) 

午前 : 宿 つ 遊 子 水 荷 清 (に ほん の 里 100 選 ・ 天 まで 続く 段々 畑 ) > 大洲 (名 軒 委 唄 
本 山 荘 や お は な は ん 通り な ど 案 内 人 と 散策 ) > 内 子 (本 貸 で 栄え た 重厚 な 項 屋 束 が 
達 な る 日 本 の 壮 100 選 を 案内 ガイ ド と 散策) ユダ 刻 : 首 後 温泉 ・ 道 後山 の 手 ホ テル 
泊 ( 半 後 温泉 に ある ヨー ロ ピ アン 風 の ホテ ル 、 創 作 フ レン チタ 食 ) 

午前 : 宿 一 松 山城 (ロープウェー 利用 で 天守 問 へ ) 来島 海峡 大 橋 つ し まな み 海 
道 ドラ イブ 一 瀬戸 内 に 浮か ぶ オ ー ベ ル ジ ュ で ラン チー 平山 郁夫 美術 館 
福山 名 古屋 新横浜 品川 福山 一 新神戸 ニ 

東京 (9:30--20:40 着 ) 新 大 阪 (17:00ー18:30 着 ) 


東京 発 | 6AEX5E50 
[| 備 事 | 


大 阪 発 | 6CEX5E50 
『 最 少 催 行人 貞 : 12 名 


四万十 川 の ホタル 


写真 : (公有) 
誠 上 光 コ ン ペン ショ ン 和 会 
運 が よけれ ば 幻 玖 な 世界 が 目 の 前 
に 広がり ます 。 


志 国 土佐 時 代 の 夜明け の 
も の が た り 車内 


志 国 土佐 時 代 の 夜明け の 
も の が た り 食事 


四国 高知 か ら 愛 媛 、 し まな み 海 道 を 旅 し ます 。 2020 
年 四国 に デビ ュー し た 観光 列車 「 志 国土 佐 時 代 の 夜 
明け の も の が た り 」 乗 車 や 、 普 段 訪れ に くい 秘境 や 
絶景 を ッ ア ー で めで り ま す 。 


3 室戸 阿南 海岸 国定 公園 を 通っ て 徳島 か 


美しき 世界 * 陽 光 の 四国 東海 岸 周遊 


土佐 赤 岡 * 絵 金 祭 り と 「 モ ネ の 庭 」 を 訪ね て 最少 仙 行 人員 : 12 名 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ] 


| 遇 発 日 | 出発 地 | 3 人 ] 室 。 | 2 人] ま 。 | 1 人 | ま 
東京 玩 144,000 円 145,000 円 162,000 円 


板 先 124,000 円 125,000 円 142,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 派 中 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日東 京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 
バス 会 社 ) こと で ん パス また は と さ で ん 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発 准 、 現 地 合 流 に つい て 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 府 金 祭 り は 急 副 中止 の 場合 も あり ます 。 ま 


行程 
東京 (7:30~-8:00 発 ) 三 品川 三 新横浜 新 大 阪 (10:00 こ 10:30 発 ) 三 新神戸 三 
岡山 三徳 島 


ッ バ パス 呈 豚 空手 … 徒 歩 = 列 事 一 船 + そ の 他 


三 名 古屋 三 岡山 三徳 島 

つ 大塚 国際 美術 館 ( 南 坂 で 原寸 大 に 再現 され た 西洋 名 画 を 生 賞 、 世 界 中 に 点 在 す 
る ゴッホ が 江 い た 花 服 の 「 ヒ マ ワリ 」 全 7 点 を 一 堂 に 展示 。 剛 摘 に より 焼失 し た 幻 の 
「 ヒ マ ワ リ 」 も 宮 ま れる ) 夕刻 : り RR 林 テル クレ メン ト 徳 島 泊 (和食 タ 食 ) 


午前 : 宿 一 業 王 寺 (四国 起 場 第 23 番 札所 ・ 厄 除け の 寺 ) 一 南 阿 波 サ ン ラ イン ( 太 
平 洋 を 望む 絶景 ドラ イブ ) むろ と 腐 校 水族 館 (小学 校 を 改修 し て 作ら 


室戸 岬 (ジオ パー ク ガ イド と 学ぶ 地球 の 神秘 と 絶景 ) 一 奈半利 駅 
し お 鉄道 ご めん ・ な は り 線 ( 海 の 絶 時 が 自慢 、 自 由 后 ) 夜須 一 ホテ ル (チェ 
ッ ク イ ン 、 早 目 の 和 食 会 麻 夕 食 ) -> 土 佐 赤 岡 ・ 絵 金 祭 り (商店 街 
符 選 風 や 絵 金 只 半 仁 、 特 別 屋 示 が ある 絵 金 蔵 な ど 自 由 身 賞 ) つ 夜 : よ 
Royal Hotel 土佐 泊 (太平 洋 を 一 刻 で きる 高台 に ある 
洋 深層 水 の 四 天 風呂 で 真 で ) 

午前 : 宿 一 北川 村 「 モ ネ の 庭 」 マ ル モ ッ タ ン ( 絵 に な る 在 の 世界 、 モ ネ が 描い た 
可 尼 な 雰 団 気 を 再現 し た お 旗 ) 一 伊 尾木 洞 (秘密 の 洞窟 と 幻想 的 な | 
高知 三 岡山 三 新 神 ) 
新 大 阪 (18:00~ て 19:00 着 ) 


リゾ ー ト ホテ ル 、 


高知 三 岡山 三 名 古屋 新横浜 
品川 三 東京 (20:30-21:30 着 ) 


高知 へ 四国 東岸 を ぐる り 周 施 


掲載 No| 
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東京 発 | 6AEX5E70 | 計 呈 半 


大 阪 発 | 6CEX5E70 


大 国 際 美 術 館 

シス ティ ー ナ ・ ホ ー ル 
写真 は 大 塚 国際 美術 館 の 展示 作品 
を 撮影 し た も の で す 


る 追 カ の アー ト で す 。 


Royal Hotl 土佐 外観 


室戸 阿南 海岸 国定 公園 を 通っ て 徳島 か ら 室 戸 岬 、 高 
知 へ 四国 東岸 を ぐる り 同 遊 。 黒 滑 な が れる 太平 洋 、 
本 家 モ ネ 財 団 か 6 世界 で 唯一 認め られ た 園内 を 彩る 
北川 村 「 モ ネ の 庭 」 な ども 立ち 寄り な が 6 美しい 風 
景 、 絵 に な る 風景 を 楽し み ま す 。 夜 は 邪気 を はらう 
「 血 赤 」 の 描写 の 絵 金 が 開 夜 に 浮か ぶ 美 し き 世 界 へ 。 


唱 


落 m 滞 可 時 蛋 


ー+ キ V み デコ 


| 落と で 故 計 | で せ 斗 前 ・ 制 表 | 
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